
                                    教科名：家庭  

【  ３学年 フードデザイン  】 ルーブリック評価表 

観 点 内容のまとまり 評価規準 評価基準 評価方法 

Ａ Ｂ Ｃ 

知識・技能 ア. 健康と食生活 

イ. フードデザインの構成要素 

ウ. フードデザイン実習 

エ. 食育と食育推進活動 

 

栄養，食品，献立，調理，テー

ブルコーディネートなど，フー

ドデザインに必要な要素を相

互に関連付けて理解し，実践で

きる技術を習得している。 

栄養，食品，献立，調理，テーブ

ルコーディネートなど，フード

デザインに必要な要素を相互に

関連付けて理解し，実践できる

高度な技術を習得している。 

栄養，食品，献立，調理，テーブル

コーディネートなど，フードデザ

インに必要な要素を相互に関連付

けて理解し，実践できる技術を習

得している。 

栄養，食品，献立，調理，テーブ

ルコーディネートなど，フード

デザインに必要な要素を相互に

関連付けて理解し，実践できる

技術を概ね習得している。 

定期考査 

実習・実技テスト 

課題 

ポスター発表 

思考・判断・表現 ア. 健康と食生活 

イ. フードデザインの構成要素 

ウ. フードデザイン実習 

エ. 食育と食育推進活動 

 

多面的に食生活の現状を捉え，

食生活の充実向上を目指して

自ら課題を発見するとともに，

家庭や地域の実情に合わせて

豊かな食生活を創造すること

によって，課題を解決できる。 

多面的に食生活の現状を捉えて

思考を深め，食生活の充実向上

を目指して自ら課題を発見する

とともに，家庭や地域の実情に

合わせてより豊かな食生活を創

造することによって，課題を解

決できる。 

多面的に食生活の現状を捉え，食

生活の充実向上を目指して自ら課

題を発見するとともに，家庭や地

域の実情に合わせて豊かな食生活

を創造することによって，課題を

解決できる。 

多面的に食生活の現状を捉え、

食生活の充実向上を目指して自

ら課題を発見するとともに，家

庭や地域の実情に合わせて豊か

な食生活を創造することによっ

て，課題を解決しようとする。 

定期考査 

実習 

課題 

ポスター発表 

主体的に学習に 

取り組む態度 

ア. 健康と食生活 

イ. フードデザインの構成要素 

ウ. フードデザイン実習 

エ. 食育と食育推進活動 

 

・人々の健康の保持増進と健全

な食生活の実現を図るために，

進んで学ぶ姿勢を持ちつつ，食

材を適切に選択し作るところ

から食べるところまでを総合

的に捉えて，主体的に計画・実

践することができる。 

・習得した知識や技術を家庭や

地域で積極的に活用すること

により，食育の推進に他と協働

して取り組むことができる。 

・人々の健康の保持増進と健全

な食生活の実現を図るために，

進んで学ぶ姿勢を常に持ち，食

材を適切に選択し作るところか

ら食べるところまでを総合的に

捉えて，高度な技術・知識と共に

主体的に計画・実践することが

できる。 

・習得した知識や技術を家庭や

地域で積極的に活用することに

より，食育の推進に他と協働し

て取り組むことができる。 

・人々の健康の保持増進と健全な

食生活の実現を図るために，進ん

で学ぶ姿勢を持ちつつ，食材を適

切に選択し作るところから食べる

ところまでを総合的に捉えて，主

体的に計画・実践することができ

る。 

・習得した知識や技術を家庭や地

域で活用することにより，食育の

推進に他と協働して取り組むこと

ができる。 

・人々の健康の保持増進と健全

な食生活の実現を図るために，

学ぶ姿勢を持ちつつ，食材を適

切に選択し作るところから食べ

るところまでを総合的に捉え

て，他と協力しながら計画・実践

することができる。 

・習得した知識や技術を家庭や

地域で活用することにより，食

育の推進に他と協働して取り組

もうとしている。 

授業への取り組み 

実習・実技 

課題 

ポスター発表 

 

 


